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RLC 直列回路の交流過渡現象(2)           2022 年 8 月 30 日  目次へ戻る 
2023.2.7 2023.2.9 2023.3.29 2023.5.14 2025.9.21 訂正 

ラプラス変換で求めます。 
(2)実数の重根（解）の場合 
 

sinωt に初期位相 θがある場合、加法定理により、 
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になります。最大値が Vmaxの正弦波の場合は、 

この式の頭に Vmaxが付きます。 

右図でスイッチを入れる t＝0 で、電流が 0、コンデンサーの電荷も 0、電源 Vmaxsinωt の
位相が θの場合、ラプラスの世界での電流 I(s)は、 
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となります。因数分解しやすくする為、分子分母に
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になります。分母の
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です。根号内の状態によって次の 3 種類に分かれます。 

(1) 根号内が正の為、2 実根の場合。(1)をご覧下さい。 
(2) 根号内が零の為、実数の重根（解）の場合。本章をご覧下さい。 
(3) 根号内が負の為、共役複素数根の場合。(3)をご覧下さい。 

 

(2)実数の重根（解）の場合 
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となります。ラプラス逆変換の為、部分分数分解を行いますが、分母に( )2 と言う 2 重因

数がある場合、部分分数分解の項を 1 つ増やし、 
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になります。分子分母に L を掛けますと、 
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です。 

B を求めるには、両辺に )js( ω を掛け、 
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になります。分子分母に L を掛けますと、 
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になります。βの根号内が零の場合、
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先に E を求めます。両辺に
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になります。分子分母に L を掛けますと、 

E

L2
RL

sin
L2

Rcos
L

V
L2

RL

2
2

max

ω

θθω
 

E

L2
RL

sin
L2

RcosV
L2

R

2
2

max

ω

θθω
 

になります。12 ページの②式により、 
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になります、一つずつ微分して行きます。右辺第 1 項の微分は、 
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max e)cos(te)sin(e)sin(tI ααα φθ

ω
αφθφθα  

t 
2

max e)cos(t)sin()sin(tI αφθ
ω
αφθφθα  

t
2

max e)cos(t)sin()1t(I αφθ
ω
αφθα  

になります。定常項を加えますと、 

t
2

maxmax e)cos(t)sin()1t(I)tsin(I αφθ
ω
αφθαφθω  

になります。教科書に載っている一般的な式になりました。 

 

 

参考： φαφωα sincos 、 φαφωω cossin の件 

C
L4R2
の場合、11 ページの分母の計算の結果は、12 ページ②式になります。つまり、 
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22

2
2

222

L
Z

L2
R)( ωωωα  但し

C
L4R2
、

2
2

C
1L RZ
ω

ω  

でしたので、 

L
Z

L2
R 2

2
22 ωωωα  

です。
L
R

L2
R22 ωωαω を利用しますと、 

φ
ω

ω
ω

ω

ωα
αω cos

Z
R

Z
L

L
R

L
Z

L
R

2
22  

となります。また、
C
1L

LCL
1

L4
1

C
L4

L2
R 22

2
2

2
22

ω
ωωωωωωα を

利用しますと、 

Z
C
1L

Z
L

L
C
1L

L
Z

L
C
1L

22

22 ω
ω

ω
ω

ωω

ω

ω
ωω

ωα
ωα  

φφ sin)sin(  
 

になります。これにより、 

22

22

22
2sincos

ωα
ωαα

ωα
αωωφαφω  

22

22 )()2(
ωα

ωαααωω
 

22

2322
ωα

αωααω
 

22

23

ωα
αωα

 

22

22 )(
ωα
ωαα

 

α  

C
1L

ω
ω  

R 

φ 

2
2

C
1LR
ω

ω
 

C
1L
ω

ω  

R 
-φ 

2
2

C
1LR
ω

ω
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2222

22 2 cossin
ωα

αωα
ωα
ωαωφαφω  

22

232 2
ωα

ωαωωα
 

22

32

ωα
ωωα

 

22

22 )(
ωα
ωαω

 

ω  

 

です。 
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